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第11回 契約・調達管理会議 

議事要旨 

 

 

１ 開催日時 

  令和６年２月 21 日（水曜日）15 時 00 分から 15 時 30 分まで 

 

２ 開催方法 

オンライン 

 

３ 出席者 

（１）委員（敬称略、五十音順、〇委員長） 

〇鵜川 正樹 監査法人ナカチ／公認会計士 

小澤 洋之 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団デフリンピック準備運営

本部財務部シニアマネージャー 

金谷 晃臣 東京都生活文化スポーツ局国際スポーツ事業部事業調整第二課長 

清水 俊二郎 東京都生活文化スポーツ局事業調整担当部長 

滝口 広子 北浜法律事務所・外国法共同事業／弁護士 

灘野 邦敏 一般財団法人全日本ろうあ連盟デフリンピック運営委員会 

藤川 太郎 一般財団法人全日本ろうあ連盟 

 

（２）事務局 

   東京都生活文化スポーツ局 

    

４ 要旨 

（１）開会 

 

（２）議事（発言者の敬称略） 

 ア 2025 年デフリンピック大会における関係施設間輸送等業務委託契約（令和６年度）

【資料１】 

<説明・確認> 

・案件の概要について事業担当者から主に以下を説明。 

（ア）本件は、来日する選手団約 80 か国 6000 人及び関係者に対する宿泊及び輸送のサ

ービスの提供に係る業務委託である。今年度、総合評価方式での競争入札を行い、

締結した基本協定に基づき、仕様内容と契約金額の精査をした上で、令和６年度の

業務について契約を実施するものである。 
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（イ）令和６年度の主な業務内容は、宿泊業務として、宿泊の予約及び予約変更の受付、

宿泊施設への割振り、配宿詳細計画の作成等を予定しており、輸送業務としては、

輸送の詳細計画の作成、輸送車両及びドライバーの確保、出入国対応業務等を予定

している。 

（ウ）今年度は、選手団が宿泊施設の確保や、開閉会式時の輸送の計画等の業務につい

て、仕様書で定める内容をスケジュールどおり実施しており、履行にも問題がない

ことから、令和６年度も引き続き同じ業者へ業務を委託する。 

<質疑・意見など> 

灘 野：今年度の契約について、現時点で履行状況に問題はあるか。また、受託業者か

ら他の旅行会社に業務の再委託をしているか。 

担当者：今年度は主に宿泊業務を進めており、必要な部屋数を確保できている。令和６

年度当初より、選手団から宿泊の予約を取っていくことを予定しているが、予

約のために必要なシステム設計も順調に進んでいる。また、輸送の計画につい

ても、二十数か所ある乗降場の設定や、輸送の計画も進めている段階であり、

スケジュール通り滞りなく進んでいる。二点目の再委託の質問については、現

状、他の旅行会社等への再委託は行っていないことを確認している。 

滝 口：仕様内容や金額の精査をしているとのことだが、精査された具体的な内容を説

明していただきたい。 

担当者：令和６年度の業務内容を精査した結果、基本協定を締結した際に予定していた

業務であり、計画どおりの人数及び業務内容で進めていくものと考えている。

金額も、概算金額の範囲内であり、精査は十分できていると考えている。 

鵜 川：どれぐらいの頻度で進捗状況を管理されているか。 

担当者：仕様書どおり毎週１回、定例ミーティングを行っており、都度、議事録も作成

している。さらに、必要に応じて週２回行うなど、適宜、進捗管理ができてい

る。 

藤 川：金額を精査することで、さらに費用を削減できる可能性はあるのか。 

担当者：令和６年度の経費は、主に基本協定締結時に想定していた業務に係る人件費で

あるため、費用削減は見込めないと思われる。また、令和７年度の経費は、バ

スの台数や現場の人員の人件費になるため、計画次第では経費も削減できる可

能性もあると考えている。 

 

 イ 複写サービス（単価契約）（その２）【資料２】 

<説明・確認> 

・案件の概要について事業担当者から主に以下を説明。 

（ア）令和６年４月１日から、デフリンピック準備運営本部の体制拡大に備え、職員が

使用する複合機を追加で１台発注するものである。 
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（イ）入札結果が１者入札となったため、契約締結前の案件として、契約・調達管理会

議に付議する。 

（ウ）契約担当部署において、辞退者へ辞退理由等のヒアリングを実施したところ、仕

様内容に関わらず事業者の判断により辞退したことを確認した。 

<質疑・意見など> 

灘 野：本件は複合機を追加で１台発注とのことであるが、落札者は、現在使用してい

る複合機の契約相手と同じ業者か。 

担当者：同じ企業である。  

滝 口：１者入札ではあったが、入札による経済合理性は一定程度確保できたという評

価でよいか。 

担当者：経済合理性は一定程度確保できたと評価している。 

藤 川：予定価格を立てる際、どのように積算したか。 

担当者：複数の業者から参考見積を徴取し積算した。 

藤 川：今年度の複合機の契約にあたっては、何者が入札に参加したか。 

担当者：四者が入札に参加した。 

 

 ウ 委員長によるまとめ 

・契約予定案件については、各委員の意見もふまえ契約手続きを進めていただきたい。 

 

（３）閉会 

 


